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発見武蔵台

　

外
で
遊
ん
で
い
る
子
供
達
は
、
ど
こ
で
時
刻
を
知
る
の
で
し
ょ
う
。
そ

こ
で
、
武
蔵
台
の
中
の
大
時
計
を
調
べ
て
見
ま
し
た
。

　

一
つ
、
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
セ
ン
タ
ー
に
。
二
つ
、
日
高
ケ
ア
ハ
ウ
ス
の
玄

関
に
。
三
つ
、
高
麗
駅
の
改
札
の
上
。
も
う
こ
れ
で
、
な
い
と
思
っ
て
い

た
の
で
す
。
し
か
し
、
も
う
一
つ
あ
り
ま
し
た
。
中
の
田
公
園
の
入
り
口

の
掲
示
用
ウ
イ
ン
ド
ウ
の
中
に
、
カ
レ
ー
皿
く
ら
い
の
大
き
さ
の
時
計
が

あ
り
ま
し
た
。
低
い
位
置
に
あ
り
、
子
供
が
見
や
す
い
時
計
で
す
。

その 3
４つ目の時計

　

９
月
30
日
に
第
30
回
武
蔵
台
・
横
手

台
地
区
の
体
育
祭
が
武
蔵
台
小
学
校
で

開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
体
育
祭
は
武
蔵
台
・
横
手
台
地

区
体
育
協
会
及
び
武
蔵
台
公
民
館
の
主

催
に
よ
り
、
両
自
治
会
の
後
援
そ
し
て

武
蔵
台
小
学
校
の
協
力
の
も
と
毎
年
行

わ
れ
て
い
ま
す
。

　

競
技
は
、
未
就
学
児
童
か
ら
お
年
寄

り
迄
を
対
象
に
60
ｍ
競
走
か
ら
自
転
車

遅
乗
り
競
走
、
パ
ン
食
い
競
走
、
買
い

物
競
走
と
様
々
な
種
目
が
行
わ
れ
、
そ

の
内
の
「
玉
入
れ
」、「
綱
引
き
」、「
ボ
ー

ル
送
り
」、「
障
害
物
競
走
」、「
対
抗
リ

差
を
は
ね
の
け
、
逆
転
で
武
蔵
台
の
７

連
覇
と
な
り
ま
し
た
。

　

当
日
は
、
台
風
17
号
の
影
響
も
心
配

さ
れ
ま
し
た
が
、
朝
か
ら
晴
れ
渡
る
秋

空
の
も
と
、
共
に
走
り
、
共
に
笑
い
、

共
に
語
り
、
楽
し
い
一
日
で
し
た
。
そ

の
後
待
っ
て
い
た
か
の
よ
う
に
雨
が
降

り
始
め
、
夜
は
か
な
り
の
風
雨
で
家
が

ガ
タ
ガ
タ
と
鳴
る
激
し
さ
に
な
り
、
街

路
樹
も
１
～
２
本
倒
れ
た
よ
う
で
す
。

　

来
年
も
両
雄
あ
い
ま
み
え
て
の
決
戦

が
行
わ
れ
る
こ
と
を
楽
し
み
に
し
て
お

り
ま
す
。

�

広
報
部

武
蔵
台

横
手
台

地
区
体
育
祭
開
催

30回

体育部から
お知らせ

日時	 11 月 4日（日）
	 午前９時まで、
	 会場にて参加受付
	 午前９時半、競技開始
場所　武蔵台小学校グランド

グランドゴルフ＆
ペタンク大会

レ
ー
」
の
５
種
目
は

両
自
治
会
の
対
抗
戦

と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

対
抗
戦
で
は
、
昨

年
と
同
じ
４
種
目
め

の
「
障
害
物
競
走
」

ま
で
は
横
手
台
が
大

き
く
リ
ー
ド
し
て
い

ま
し
た
が
、
今
年
も

最
終
種
目
の
「
対
抗

リ
レ
ー
」
で
、
６
点
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平
成
24
年
９
月
15
日
（
土
）

午
後
7
時
～
9
時
20
分

自
治
会
館
２
Ｆ
会
議
室

◆
Ⅰ　

協
議
事
項
◆

（
１
）自
主
防
災
組
織
に
つ
い
て

　

第
２
回
自
主
防
災
組
織
小
委
員
会

開
催（
平
成
24
年
９
月
12
日
）。
フ
リ
ー

ト
ー
キ
ン
グ
を
行
い
今
後
の
取
組
の

方
向
性
を
相
互
確
認
し
ま
し
た
。　

ａ
合
意
し
た
こ
と

　

①
対
策
本
部
設
置
条
件　

震
度
５
強

以
上
で
設
置
と
確
認
し
決
定

　

②
災
害
時
役
員
緊
急
連
絡
網
の
整
備

　

③
地
域
別
初
期
消
火
用
（
消
火
栓
・

　

ホ
ー
ス
・
消
火
器
）
の
分
布
図
の
明

確
化

ｂ
組
織
運
用
に
つ
い
て
10
月
10
日
第
３

回
開
催
か
ら
具
体
的
検
討
に
入
る
。

（
２
）自
治
会
「
あ
り
方
検
討
」
に
つ
い
て

　

９
月
12
日（
水
）３
役
に
て
提
案
い

た
だ
い
た
素
案
の
検
討
を
し
た
。
今

後
は「
あ
り
方
検
討
委
員
会
」で
詰
め
、

役
員
会
に
て
結
論
を
見
い
だ
し
て
い

く
。
会
則
の
変
更
が
必
要
な
場
合
は
11

月
役
員
会
を
目
途
に
取
り
ま
と
め
12

月
始
め
に
は
会
員
皆
様
へ
の
案
内
を

し
た
い
。

　

そ
の
後
、
提
案
者
の
立
松
、
石
井
、

　

平
成
24
年
度
（
９
月
）

　

第
６
回
定
例
役
員
会
報
告

佐
藤
の
各
氏
よ
り
提
案
内
容
の
概
略

説
明
が
あ
っ
た
。

　

中
出
氏
よ
り
、
①
検
討
テ
ー
マ
と

し
て
は
、
役
員
選
出
に
係
る
事
、
監

査
役
の
業
務
内
容
に
つ
い
て
の
２
つ

と
し
た
い
。
そ
し
て
検
討
結
果
は
再

度
役
員
会
で
承
認
を
受
け
た
い
。
②

検
討
委
員
会
の
人
選
は
私
に
任
せ
て

貰
い
た
い
。
③
他
に
も
色
々
意
見
が

あ
る
だ
ろ
う
か
ら
、
そ
れ
ら
は
事
務

局
に
で
も
ま
と
め
て
貰
っ
た
ら
ど
う

か
。
と
の
発
言
が
あ
っ
た
。

（
３
）第
30
回
体
育
祭
対
応
に
つ
い
て

ａ
役
員
の
役
割
作
業
の
重
複
に
対
す
る

対
応
に
つ
い
て

ｂ
参
加
者
の
昼
食
対
応
に
つ
い
て

ｃ
地
区
対
抗
戦
の
選
手
選
出
状
況
に
つ

い
て

　
　

そ
の
他
、
体
育
祭
当
日
の
朝
に
豚
汁

を
渡
辺
、篠
部
、新
井
の
各
氏
で
準
備

す
る
た
め
、
用
具
係
に
運
営
委
員
か

ら
誰
か
回
っ
て
欲
し
い
。
安
対
部
か

ら
は
、
先
日
の
防
災
訓
練
で
部
員
に

活
動
し
て
貰
っ
た
ば
か
り
で
応
援
者

を
出
す
の
は
厳
し
い
と
の
発
言
あ
り
。

各
部
色
々
事
情
が
あ
る
よ
う
な
の
で
、

こ
の
件
に
つ
き
２
名
の
応
援
者
の
取

り
扱
い
は
議
長
預
か
り
と
し
た
。

（
４
）自
治
会
活
動
上
半
期
の
業
務
進
行
に

つ
い
て

　
【
未
取
り
組
み
事
案
】

ａ
ス
ー
パ
ー
誘
致
に
つ
い
て
最
新
情
報

提
供
に
つ
い
て　

　
　

管
理
会
社
の
井
門
に
事
業
者
か
ら

打
診
が
あ
っ
た
よ
う
だ
が
、話
が
正
式

に
決
ま
れ
ば
今
後
情
報
提
供
し
た
い
。

ｂ
お
互
い
様
移
送
サ
ー
ビ
ス
の
運
営
に

つ
い
て
、

　
　

当
初
利
用
し
た
い
と
の
希
望
者
が

あ
り
、
体
制
を
整
え
て
お
り
ま
し
た

が
、「
地
域
お
助
け
隊
」・「
ス
ー
パ
ー

の
無
料
送
迎
」
の
充
実
で
現
在
利
用

者
が
無
い
状
況
で
あ
り
ま
す
の
で
、

次
年
度
以
降
ど
う
す
る
か
、
活
動
の

休
止
を
含
め
検
討
す
る
。

ｃ
ご
み
有
料
化
に
つ
い
て
の
状
況

　
　

ご
み
削
減
手
段
と
し
て
当
初
は「
有

料
化
あ
り
き
」
の
話
し
が
あ
り
ま
し

た
が
、
市
民
で
軽
減
努
力
を
し
た
結

果
、
再
度
検
討
と
い
う
動
き
が
あ
る

の
で
、
今
後
は
ご
み
軽
減
に
つ
い
て

啓
発
活
動
を
し
て
い
き
た
い
。

◆
Ⅱ　

地
区
長
か
ら
の
報
告
◆

　

川
村
氏
よ
り
、
２
丁
目
地
区
長
に

代
わ
り
発
言
。
①
自
治
会
の
退
会
届

用
紙
が
、退
会
理
由
を「
転
居
」「
そ
の

他
」を
選
択
す
る
だ
け
に
な
っ
て
い
る

が
、
自
治
会
活
動
を
進
め
る
上
で
退

会
理
由
を
具
体
的
に
書
い
て
も
ら
っ

た
ら
ど
う
か
。
②
私
の
近
所
の
人
で

２
年
前
に
不
幸
が
あ
っ
て
親
戚
が
一

晩
車
を
止
め
て
い
た
ら
駐
車
違
反
の

ス
テ
ッ
カ
ー
を
貼
ら
れ
て
し
ま
っ
た
。

警
察
に
連
絡
し
た
ら
住
民
か
ら
の
通

報
で
取
り
締
ま
っ
た
と
い
わ
れ
た
。

（2）

ご
家
族
は
悲
し
み
と
駐
車
違
反
の
怒

り
を
同
時
に
味
わ
っ
て
し
ま
っ
た
。

葬
儀
の
時
は
自
治
会
で
駐
車
場
を
斡

旋
す
る
と
か
、
路
上
駐
車
を
臨
時
的

に
許
可
で
き
る
よ
う
働
き
か
け
る
と

か
し
た
ら
ど
う
か
。

　

廣
場
氏
よ
り
、
下
水
道
の
漏
水
対
策

は
生
活
の
知
恵
で
あ
る
。
こ
の
内
容
に

つ
い
て
の
回
覧
が
あ
る
の
で
見
て
欲
し

い
。
９
月
６
・
７
と
災
害
対
策
訓
練
を

受
け
て
き
た
。
こ
れ
を
武
蔵
台
の
減
災

の
た
め
活
用
努
力
し
て
い
き
た
い
。
４

丁
目
の
街
路
灯
に
被
さ
っ
て
い
る
樹
木

が
あ
る
の
で
伐
採
し
た
い
。
防
犯
の
た

め
、
各
家
庭
の
門
灯
を
点
灯
し
て
欲
し

い
。

◆
Ⅲ　

副
会
長
・
事
務
局
、
各
部
報
告
告
◆

（
１
）安
全
対
策
部

　

９
月
９
日
（
日
）
に
行
わ
れ
た
防
災

訓
練
で
は
今
年
は
放
水
訓
練
も
実
施

し
、
無
事
に
終
了
し
た
。

（
２
）環
境
衛
生
部

　

一
斉
大
掃
除
実
施
に
つ
い
て
、
西
武

鉄
道
応
援
あ
り
。

　

大
掃
除
の
西
武
鉄
道
か
ら
の
応
援

は
、
で
き
れ
ば
毎
回
入
っ
て
貰
い
た
い

と
い
う
意
見
が
あ
っ
た
。
滝
不
動
通
り

の
清
掃
の
件
で
環
境
衛
生
部
に
投
書

が
あ
っ
た
。
市
道
は
市
の
も
の
だ
か
ら

市
が
や
る
の
は
当
然
だ
と
し
て
も
、
シ

ル
バ
ー
人
材
に
金
を
払
っ
て
処
置
し

て
貰
っ
た
ら
ど
う
か
と
い
う
意
見
が

自治会館の電話は、982-3904　FAXは、982-3904　Eメールは、koma-m@abelia.ocn.ne.jp　です。
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り
寄
贈
さ
れ
ま
し
た
。

ｄ
６
丁
目
樹
種
転
換
地
の「
下
草
刈
」
ボ

ラ
ン
テ
ア
募
集
10
月
回
覧
に
て
案
内

（
２
）区
長
関
係

ａ
滝
不
動
通
り
下
水
マ
ン
ホ
ー
ル
路
面

沈
下
３
箇
所
近
々
中
に
改
修
工
事
実

施
予
定

ｂ
公
園
遊
具
９
月
中
に
撤
去
予
定
で
す
。

ｃ
ア
カ
シ
ア
通
り
下
水
マ
ン
ホ
ー
ル
３

箇
所
異
音
防
止
修
理
済
み
（
９
／
７
）

ｄ
ア
カ
シ
ア
通
り
街
路
樹
（
３
丁
目
10

付
近
）
腐
っ
て
倒
木
危
険
あ
り
７
本

伐
採
８
／
27
実
施

ｅ
公
共
交
通
に
関
す
る
市
民
ア
ン
ケ
ー

ト
調
査
実
施
10
月
18
日
以
降
実
施

　
　
「
目
的
」
利
用
状
況
や
利
用
意
向
、

将
来
の
方
向
性
な
ど
に
つ
い
て
、
公

共
交
通
の
あ
り
方
を
検
討
す
る
基
礎

資
料
と
す
る

　
　

日
高
市
全
体
で
無
作
為
に
選
ぶ

２
０
０
０
名
対
象
（
武
蔵
台
２
０
０

名
弱
）

　
　

ア
ン
ケ
ー
ト
方
法
：
全
て
市
側
に

て
対
応
（
日
高
市
ホ
ー
ム
Ｐ
に
も
お

知
ら
せ
予
定
あ
り
）

ｆ
平
成
24
年
度
就
業
構
造
基
本
調
査
開

始　

武
蔵
台
１
丁
目
の
一
部

　
　

９
月
中
旬
対
象
家
庭
に
市
役
所
よ

り
調
査
表
送
付
、
10
／
１
か
ら
調
査

委
員
が
訪
問
し
依
頼
に
伺
う

ｇ�

社
会
福
祉
協
議
会
費
実
績

　

会
費　
７
７
０
口

　
　
　
　
３
９
７
、
０
０
０
円

あ
っ
た
。

　

高
圧
洗
浄
に
つ
い
て
は
、
値
段
を

安
く
し
て
貰
う
よ
う
交
渉
し
よ
う
と

思
っ
た
が
、
そ
れ
を
止
め
付
加
価
値
を

付
け
て
貰
う
よ
う
交
渉
し
た
。
そ
れ
が

家
の
中
か
ら
の
洗
浄
で
あ
り
、
１
年
間

補
償
と
い
う
も
の
で
あ
る
。
ト
キ
タ

サ
ー
ビ
ス
、日
高
ガ
ス
と
で
３
０
０
軒
、

３
０
０
軒
や
っ
て
い
る
。
第
一
設
備
は

家
の
中
か
ら
の
洗
浄
が
出
来
な
い
と

い
う
こ
と
で
止
め
た
。

（
３
）文
化
厚
生
部

　

９
月
12
日
（
水
）
に
武
蔵
台
サ
ロ
ン

を
実
施
し
た
。
次
回
10
月
10
日
に
行
い

た
い
。

（
４
）体
育
部

　

９
月
30
日
（
日
）
地
区
体
育
祭
の
開

催
最
終
確
認

◆
Ⅳ　

会
長
・
区
長
か
ら
の
報
告
◆

（
１
）自
治
会
関
係

ａ
９
月
15
日
中
学
校
体
育
祭
・
10
月
６

日
フ
レ
ン
ド
幼
稚
園
運
動
会
・
10
月

13
日
剣
友
会
30
周
年
記
念
大
会

ｂ
中
央
通
り
東
西
通
り
事
故
防
止
対
策

に
つ
い
て
市
よ
り
業
者
に
依
頼
中　

（
着
工
10
月
初
旬
予
定
）

　
　

中
出
氏
よ
り
、
中
央
通
り
と
東
西

通
り
の
交
差
点
の
コ
ス
モ
ス
が
児
童

の
背
丈
よ
り
伸
び
て
い
て
安
全
上
支

障
が
生
じ
て
い
る
。
コ
ス
モ
ス
を
切

る
よ
う
に
し
て
も
ら
い
た
い
。　

ｃ
草
刈
機
・
細
枝
切
断
機
が
立
松
氏
よ

　

寄
付
金　

６
口　
　
１
４
、
５
０
０
円

　

計　

７
７
６
口　

４
１
１
、５
０
０
円

　
　

昨
年
度
比　

７
７
・
８
％

　
　

ご
協
力
頂
き
ま
し
て
誠
に
有
難
う

ご
ざ
い
ま
し
た
。

�

以
上

　

９
月
９
日
『
救
急
の
日
』
に

防
災
訓
練
が
、
中
の
田
公
園
を

会
場
に
実
施
さ
れ
ま
し
た
。「
武

蔵
台
地
区
は
住
宅
密
集
の
た
め

火
災
が
心
配
」（
土
井
自
治
会
長
）

と
の
こ
と
で
、
初
期
消
火
に
力

点
が
置
か
れ
た
訓
練
と
な
り
ま

し
た
。

　

火
災
発
生
時
に
は
煙
に
よ
る

逃
げ
遅
れ
な
ど
が
多
い
と
聞
き

ま
す
。
そ
の
煙
の
怖
さ
を
知
る

こ
と
が
で
き
る
の
が
「
煙
体
験

ハ
ウ
ス
」。
中
に
入
る
と
煙
で

真
っ
白
、
視
界
ゼ
ロ
。
口
を
タ
オ
ル
で

押
さ
え
な
が
ら
、
よ
う
や
く
出
口
へ
到

達
。「
火
が
迫
っ
て
い
た
ら
パ
ニ
ッ
ク
に

な
り
そ
う
」（
参
加
者
）
で
す
。

　

消
火
栓
の
ふ
た
を
開
け
、
ホ
ー
ス
を

結
合
、
開
栓
す
る
ま
で
の
操
作
が
、
埼

玉
西
部
広
域
消
防
本
部
日
高
分
署
の

方
々
の
指
導
を
受
け
、
行
わ
れ
ま
し
た
。

ロ
ー
ル
ケ
ー
キ
の
よ
う
に
巻
か
れ
た

ホ
ー
ス
を
ボ
ー
リ
ン
グ
の
ボ
ー
ル
を
投

げ
る
要
領
で
大
き
く
延
ば
し
ま
す
。
ホ
ー

ス
は
思
っ
た
よ
り
重
量
が
あ
り
、
扱
い

が
難
し
い
。
続
い
て
、
公
園
中
央
で
放

水
訓
練
開
始
。
筒
先
を
確
保
す
る
者
、

ホ
ー
ス
を
抑
え
る
者
な
ど
数
人
が
か
り

で
し
た
が
、
水
圧
は
強
く
、
習
熟
が
求

め
ら
れ
る
も
の
で
し
た
。

　

一
次
救
命
処
置
と
し
て
Ａ
Ｅ
Ｄ
（
自

動
体
外
式
除
細
動
器
）
の
使
用
手
順
、

心
肺
蘇
生
法=

胸
骨
圧
迫
、
人
工
呼
吸

に
つ
い
て
も
、
参
加
者
が
モ
デ
ル
と
な
っ

て
具
体
的
に
学
び
ま
し
た
。

　

訓
練
終
了
後
は
緑
陰
の
下
、
炊
き
出

し
用
大
釜
で
作
っ
た
お
に
ぎ
り
を
ほ
お

ば
り
、
具
だ
く
さ
ん
の
味
噌
汁
を
す
す

り
な
が
ら
、
参
加
者
は
「
日
頃
か
ら
防

災
意
識
を
高
め
て
お
く
こ
と
が
必
要
」

と
語
り
合
っ
て
い
ま
し
た
。�

広
報
部

毎日が防災の日の心構えで
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平
成
24
年
10
月
20
日
（
土
）

午
後
7
時
～
8
時
52
分

自
治
会
館
２
Ｆ
会
議
室

◆
Ⅰ　

協
議
事
項
◆

（
１
）自
治
会
「
あ
り
方
検
討
」
に
つ
い
て

ａ
小
委
員
会
に
て
の
検
討
状
況
に
つ
い

て

　
　

中
出
委
員
長
報
告
、
10
月
３
日
に

第
１
回
の
あ
り
方
検
討
委
員
会
を

行
っ
た
。
メ
ン
バ
ー
は
、
中
出
、
石

橋
、佐
藤
、廣
場
、桂
の
各
氏
で
あ
る
。

役
員
選
出
、
監
査
の
あ
り
か
た
の
２

つ
に
つ
い
て
検
討
す
る
方
向
で
進
ん

で
い
る
。

ｂ
そ
の
他
９
月
役
員
会
で
の
提
案
内
容

に
つ
い
て

　
　

提
案
さ
れ
た
他
の
案
件
の
検
討
に

つ
い
て
ど
う
す
る
か
議
論
し
た
が
、

全
て
の
案
件
に
つ
い
て
あ
り
方
検
討

委
員
会
に
付
託
す
る
こ
と
と
し
、
あ

り
方
検
討
委
員
会
の
答
申
の
取
り
扱

い
に
つ
い
て
は
役
員
会
で
決
定
す
る

こ
と
と
し
た
。廣
場
氏
よ
り
、答
申
に

つ
い
て
は
尊
重
し
て
貰
わ
な
け
れ
ば

困
る
が
決
定
は
役
員
会
だ
。
各
委
員

は
全
員
そ
の
つ
も
り
だ
。
立
松
氏
よ

り
、
役
員
会
で
決
定
す
る
こ
と
で
よ

　

平
成
24
年
度
（
10
月
）

　

第
7
回
定
例
役
員
会
報
告

い
。

（
２
）ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
よ
る
下
草
刈
り
実

施
に
つ
い
て
（
11
月
11
日
）

ａ
役
員
の
参
加
要
請
と
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

募
集
（
10
／
１
回
覧
）

ｂ
実
施
の
概
要
に
つ
い
て

（
３
）街
路
清
掃
（
滝
不
動
通
り
大
鶴
巣
公

園
階
段
付
近
、
他
）
対
応
に
つ
い
て

　
　

５
丁
目
２
ブ
ロ
ッ
ク
当
番
の
街
路

清
掃
に
つ
い
て
、
人
手
の
確
保
が
難

し
い
と
い
う
要
望
も
踏
ま
え
、
今
後

検
討
し
て
対
処
し
ま
す
。

（
４
）ふ
く
し
ね
っ
と
市（
11
月
４
日（
日
））

へ
の
協
力
依
頼
に
つ
い
て

　
　

机
、
椅
子
等
搬
入
、
中
学
校
楽
器

搬
出
応
援
５
名
程
依
頼
（
８
時
小
学

校
体
育
館
前
集
合
）

◆
Ⅱ　

地
区
長
か
ら
の
報
告
◆

　

廣
場
地
区
長
よ
り
、
下
水
は
公
共
化

に
な
っ
た
が
そ
れ
に
伴
う
大
修
理
充

当
金
残
額
の
移
管
の
状
況
を
広
報
で

周
知
し
て
欲
し
い
。
ま
た
、
移
管
時
に

最
終
汚
水
枡
７
７
０
ヶ
所
あ
ま
り
で

修
理
が
必
要
だ
っ
た
と
認
識
し
て
い

る
が
、
そ
の
修
理
状
況
も
併
せ
て
周
知

し
て
欲
し
い
。

◆
Ⅲ　

副
会
長
・
事
務
局
、
各
部
報
告
◆

（
１
）事
務
局

　

公
民
館
空
調
工
事
の
た
め
、
10
月
22

日
の
文
化
祭
後
よ
り
使
用
不
可
。
そ
の

た
め
自
治
会
館
利
用
団
体
急
増

（
２
）会
計

　

自
治
会
費
下
期
分
の
集
金
に
つ
い

て
（
３
）安
全
対
策
部

　

市
に
申
請
し
て
い
た
防
犯
用
チ
ョ
ッ

キ
他
入
手
し
ま
し
た
。

　

防
災
訓
練
助
成
金
申
請

（
助
成
金
は
１
万
円
＋
訓
練
参
加
者
90

名
×
１
０
０
円
の
１
万
９
千
円
で
あ

る
。）

（
４
）環
境
衛
生
部

　

10
月
14
日
大
掃
除
は
無
事
に
終
え

た
。
ダ
ス
ト
ボ
ッ
ク
ス
の
塗
装
修
理
は

４
年
計
画
で
終
了
し
た
が
、
今
後
は
防

水
、
機
能
面
で
の
補
修
を
５
年
計
画
で

行
い
た
い
。
現
在
発
注
仕
様
書
案
を
検

討
中
で
あ
る
。

（
５
）文
化
厚
生
部

　

11
月
14
日
（
水
）「
武
蔵
台
サ
ロ
ン
」

の
実
施
予
定
に
つ
い
て

　

参
加
者
は
固
定
化
し
て
い
て
人
数

も
少
な
い
が
淡
々
と
実
施
し
て
い
く
。

（
６
）体
育
部

　

11
月
４
日
（
日
）
ペ
タ
ン
ク
・
Ｇ
ゴ

ル
フ
大
会
実
施
予
定
に
つ
い
て

　

体
育
祭
は
、
地
区
対
抗
リ
レ
ー
前

ま
で
は
横
手
台
が
６
点
の
リ
ー
ド
で

第３回

一
斉
大
掃
除
ご
参
加
有
り
難
う
ご
ざ
い
ま
し
た

　

当
日
は
天
候
に
も
恵
ま
れ
、
掃
除
日
和
で

し
た
。
今
回
は
若
者
の
姿
も
ち
ら
ほ
ら
見
受

け
ら
れ
、
ま
た
前
日
や
開
始
時
間
前
よ
り
先

に
作
業
し
て
頂
い
た
方
も
居
て
大
変
助
か
り

ま
し
た
。

　

皆
さ
ん
の
ご
協
力
で
作
業
も
順
調
に
進
み

予
定
終
了
時
間
前
に
は
殆
ん
ど
終
わ
っ
て
い

ま
し
た
。

　

朝
早
く
か
ら
掃
除
を
す
る
事
は
、
少
し
面

倒
で
す
が
作
業
後
の
達
成
感
は
気
持
ち
の
良

い
物
で
す
。

　

今
回
参
加
出
来
な
か
っ
た
方
は
次
回
の
清

掃
デ
ー
に
是
非
ご
参
加
下
さ
い
。�

広
報
部
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あ
っ
た
が
、
リ
レ
ー
で
大
逆
転
し
武
蔵

台
の
７
連
覇
達
成
で
無
事
終
了
し
た
。

◆
Ⅳ　

会
長
・
区
長
か
ら
の
報
告
◆

（
１
）自
治
会
関
係

ａ
公
民
館
に
て
10
月
20
・
21
日
文
化
祭

開
催
、
10
／
17
自
治
会
テ
ン
ト
３
張

り
貸
出
し
（
公
民
館
よ
り
後
日
依
頼
）

ｂ
青
少
年
健
全
育
成
会
定
例
役
員
会
10

／
27

ｃ
旧
武
蔵
台
病
院
施
設
改
修
計
画
（
地

区
計
画
見
直
し
後
の
施
設
計
画
）
内

容
説
明
会
に
つ
い
て

　
　

10
／
28（
日
）
午
後
１
時
30
分　

会

場
自
治
会
館　
　

�

ｄ
自
主
防
災
組
織
小
委
員
会
第
３
回
実

施
10
／
10
（
水
）・
第
４
回
開
催
10
／

24
（
水
）
19
時
～

ｅ
フ
レ
ン
ド
幼
稚
園
運
動
会
出
席
10
／

６　

剣
友
会
30
周
年
記
念
10
／
13

ｆ
武
蔵
台
小
学
校
地
域
公
開
日
10
／
14

（
日
）
出
席

ｇ
福
祉
ネ
ッ
ト
役
員
会
出
席
10
／
18

ｈ
10
／
１
日
付
け
回
覧
発
信
①
街
路
樹

枡
の
管
理
に
付
い
て
・
節
水
方
法
ア

イ
デ
ア
に
つ
い
て　

（
２
）区
長
関
係

ａ
赤
い
羽
根
募
金
協
力
に
つ
い
て
、　

募

　さわやかな秋晴れの日が続いており、10月 20・21日も晴
天にも恵まれ、絶好のフェスタ日和となりました。
　さて、この武蔵台公民館文化祭も、今年で29回を迎える事
が出来ました。
「フェスタ武蔵台2012」と題し、文化祭のスローガンでもある、
「つくろう仲間・広がる心」をモットーに、スタッフの方々も
ご来場の皆様をお迎えする準備をしてまいりました。
　オープニングでは、武蔵台中学校吹奏楽部の、こころ温ま
る演奏で、第29回武蔵台公民館文化祭の幕開けです。
　まず模擬店では、皆さん自慢の一品を持ちより、元気あふれ
る掛け声で「いらっしゃいませ～」が聞こえ、時には大きな
笑い声が聞こえてきたり・・・、ゲームコーナーでは、テニスコー
トをいっぱいに使い賞品目指して子供達が中心となって活躍
していました。
　また、多目的ホールで行われた「芸能発表プログラム」では、
各団体のみなさんが、この日の為に練習の成果を発表してく
ださいました。なかには飛び入り参加もOKで、滅多に体験で
きない事にも参加する事が出来て、楽しい時間をみんなで共
有する事が出来たと思います。
　このフェスタ武蔵台は、毎年2日間開催しており、この他
にも、各作品の展示会や体験コーナー等が充実しており、サー
クルのみなさんが中心となって、簡単な物から本格的な物ま
で、見て、聞いて、参加することができ、楽しいひとときを
提供しております。
　このような活動は、先般高齢化社会が進むなか、ここ武蔵
台にとっても避けられない事実ですが、近隣の皆様一人一人
の「相手を思いやる心」を少しでも広め、また、これからの
町づくりにとっても、重要な地域のコミュニケーションの場
としてこれからも、続けてもらいたいと思っております。
　さて、いよいよ来年は30周年を迎えます。今年以上の盛り
上がりを期待し、「たくさんの仲間・広がる心」を忘れずに、
どうぞ健康にもご注意いただき、来年またお会いできる日を
楽しみにしましょう。	 広報部

　　　武蔵台公民館文化祭
「フェスタ武蔵台2012」

金
集
め
締
め
切
り
10
月
31
日

ｂ
24
年
度
区
長
要
望
進
捗
情
報

イ
歩
道
の
凸
凹
補
修
（
滝
不
動
通
り

バ
ス
停
付
近
歩
道
上
下
）
…
…
25

年
度
に
予
定

ロ
雨
水
集
合
桝
改
修
（
７
丁
目
３
番

の
外
周
道
Ｔ
字
路
付
近
）
…
…
年

内
改
修
決
定

ハ
雨
水
マ
ン
ホ
ー
ル
蓋
改
修
（
滝
不

動
通
り
、
ア
カ
シ
ア
通
り
）
…
…

年
内
改
修
決
定

ｃ
中
央
通
り
、
東
西
通
り
交
差
点
の
交

通
事
故
防
止
策
の
対
応
９
／
27
日
完

了

ｄ
３
丁
目
紫
陽
花
通
り
有
刺
鉄
線
の
補

修
10
／
４
実
施
済
み

ｅ
東
西
通
り
街
路
樹
の
根
に
よ
る
緊
急

歩
道
改
修
実
施
…
…
年
内
改
修
予
定

ｆ
５
丁
目
15
─

９
付
近
雨
水
講
の
詰
ま
り

改
修
調
査
後
改
修
実
施
予
定

ｇ
老
朽
化
に
伴
う
公
園
遊
具
、
ベ
ン
チ

撤
去
開
始

ｈ
社
会
福
祉
協
議
会
地
区
懇
談
会
10
／

16
出
席

ｉ
高
麗
神
社
例
大
祭
10
／
19　

ｊ
福
祉
の
集
い
（
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
助
け
合

い
日
高
）
10
／
26

�

以
上
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私
達
は
、
何
処
に
ど
う
い
う
高
齢
者
の

方
が
暮
ら
し
て
い
る
か
な
ど
分
か
り
ま

せ
ん
。
防
犯
上
も
い
ろ
い
ろ
と
問
題
が

あ
ろ
う
事
と
思
い
ま
す
が
、
何
と
か
協

力
出
来
れ
ば
と
考
え
て
お
り
ま
す
。
買

い
物
な
ど
お
役
に
立
て
れ
ば
と
・
・
・
。

　

無
題�

二
丁
目　

Ｆ

　

私
は
武
蔵
台
に
住
ん
で
10
年
近
く
な

り
ま
す
が
、
こ
こ
へ
越
し
て
来
た
当
時
は

子
ど
も
達
も
小
さ
く
、
う
る
さ
い
盛
り

な
の
で
近
所
の
方
に
迷
惑
か
け
る
こ
と

を
心
配
し
て
ま
し
た
が
、
両
隣
の
方
は

子
供
が
い
る
こ
と
で
、
に
ぎ
や
か
に
な

る
こ
と
を
大
変
喜
ん
で
く
だ
さ
っ
た
こ

と
を
今
で
も
覚
え
て
い
ま
す
。
テ
レ
ビ

で
は
近
隣
ト
ラ
ブ
ル
の
事
件
な
ど
を
目

に
し
ま
す
が
、
我
が
家
は
子
ど
も
達
が

住
み
や
す
く
、
ま
た
四
季
を
感
じ
ら
れ

る
環
境
に
い
ら
れ
る
こ
の
場
所
を
大
変
、

気
に
入
っ
て
い
ま
す
。

��　

不
可
解
な
体
験

三
丁
目　

Ｓ

　

一
年
前
の
出
来
事
で
あ
る
が
、
あ
る

ス
ー
パ
ー
の
駐
車
場
で
不
可
解
な
体
験

を
し
た
。
後
続
車
が
な
い
事
を
確
認
後
、

車
を
斜
め
に
止
め
バ
ッ
ク
し
た
瞬
間
、
突

然
駐
車
ス
ペ
ー
ス
を
阻
む
よ
う
に
進
入

し
て
き
た
車
に
ぶ
つ
か
っ
た
。
怪
我
の

有
無
を
確
認
し
す
ぐ
に
警
察
を
呼
ん
だ
。

（6）2012年11月1日

　

武
蔵
台
に
転
居
し
て三丁

目　
　

Ｔ
・
Ｓ

　

私
た
ち
家
族
は
、
３
年
前
定
年
退
職

し
て
、
武
蔵
台
に
引
越
し
て
参
り
ま
し

た
。
こ
の
地
を
選
ん
だ
理
由
は
、緑
の
山
、

高
麗
川
の
清
流
、
そ
し
て
道
端
に
咲
い

て
い
る
草
花
も
、
す
べ
て
私
達
の
生
ま

れ
育
っ
た
田
舎
の
風
景
と
、
と
て
も
似

て
い
て
感
動
し
た
か
ら
で
す
。
の
ん
び

り
し
た
農
村
の
風
景
、
緑
の
山
野
、
と

て
も
空
気
が
お
い
し
く
感
じ
ま
し
た
。

　

都
心
か
ら
１
時
間
ぐ
ら
い
で
、
こ
ん
な

所
が
あ
っ
た
な
ん
て
と
て
も
ラ
ッ
キ
ー

と
思
っ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
夏
、
夏
祭
り
に
参
加
し
ま
し
た
。

子
供
達
が
御
菓
子
を
食
べ
な
が
ら
踊
っ

て
い
る
姿
を
み
て
、
昔
を
思
い
懐
か
し

く
思
い
ま
し
た
。

　

お
彼
岸
も
過
ぎ
、
よ
う
や
く
秋
ら
し
く

な
っ
て
き
ま
し
た
。
巾
着
田
の
曼
珠
沙

華
見
物
、
紅
葉
と
散
歩
し
な
が
ら
、
民

家
の
庭
の
柿
や
草
花
、
植
木
な
ど
見
て

歩
く
楽
し
み
が
い
っ
ぱ
い
で
す
。

　

最
近
、
身
体
の
悪
い
高
齢
者
の
孤
独
死

が
多
い
と
聞
き
、
心
を
痛
め
て
お
り
ま

す
。
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
や
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
ー

の
問
題
も
あ
る
で
し
ょ
う
。

当
事
者
は
一
人
。
氏
名
、住
所
を
聞
く
が
、

無
言
で
携
帯
電
話
を
操
作
し
て
い
た
の

で
嫌
な
予
感
が
し
た
。
数
分
後
に
も
う
一

人
現
れ
、「
何
故
、
警
察
な
ん
か
呼
ぶ
ん

だ
示
談
で
す
ま
せ
ろ
」「
首
が
痛
い
人
身

事
故
だ
、
謝
罪
し
ろ
」
等
、
支
離
滅
裂

な
事
を
怒
鳴
り
始
め
た
の
に
は
驚
い
た
。

予
感
的
中
と
な
っ
て
し
ま
っ
た
。
結
局
、

相
手
の
思
惑
ど
お
り
す
べ
て
私
の
過
失

と
な
っ
た
訳
だ
が
釈
然
と
し
な
い
。

　

駐
車
体
制
を
取
っ
て
い
る
車
に
対
し

後
方
に
急
接
近
す
る
と
は
普
通
で
は
あ

り
え
な
い
事
だ
と
思
う
。
少
し
離
れ
た

場
所
で
待
機
し
て
い
る
の
が
常
識
で
あ

ろ
う
。
死
角
を
狙
う
故
意
と
し
か
思
え

な
い
状
況
で
あ
っ
た
。

　

警
察
の
介
入
が
あ
っ
た
の
で
保
険
で

対
応
で
き
た
が
、
相
手
の
要
求
ど
お
り

示
談
で
済
ま
し
て
い
た
ら
莫
大
な
請
求

が
き
て
い
た
か
も
知
れ
な
い
。
故
意
に

車
を
ぶ
つ
け
さ
せ
た
り
、
人
が
車
に
ぶ

つ
か
っ
て
来
た
り
と
色
々
な
ケ
ー
ス
が

あ
る
と
聞
く
。
狙
わ
れ
て
し
ま
っ
た
ら

避
け
ら
れ
な
い
、
誰
の
身
に
も
起
こ
り

え
る
事
だ
と
思
い
ま
す
。
私
に
も
、
一

瞬
の
隙
が
あ
っ
た
と
反
省
し
事
故
以
来
、

バ
ッ
ク
す
る
時
は
ハ
ザ
ー
ド
ラ
ン
プ
を

つ
け
、
斜
め
後
方
も
慎
重
に
確
認
し
て

い
る
。
こ
の
体
験
か
ら
、
高
額
な
被
害

に
遭
わ
な
い
た
め
に
も
、
小
さ
な
事
故

で
も
示
談
に
せ
ず
警
察
に
連
絡
す
る
事

を
再
確
認
し
た
。

ちょっとよい言葉　　苦しみや辛さを耐えることで人は人になる

編　

集　

後　

記

　

長
か
っ
た
暑
さ
も
収
ま
り
始
め
、
朝
晩

と
日
中
の
気
温
差
が
大
き
く
な
り
、
初
冠

雪
の
ニ
ュ
ー
ス
も
流
れ
て
き
ま
し
た
。
季

節
の
穏
や
か
な
移
ろ
い
が
感
じ
ら
れ
る
今

日
こ
の
頃
で
す
が
、
体
育
祭
後
の
出
来
事

を
な
ぜ
か
思
い
出
し
ま
す
。
そ
れ
は
、
体

育
祭
の
無
事
終
了
に
胸
を
な
で
下
ろ
し
て

い
た
幸
せ
な
気
分
を
打
ち
壊
す
よ
う
に
、

台
風
の
影
響
が
強
く
な
っ
た
夜
半
に
街
路

樹
が
倒
れ
、
会
長
と
体
育
部
長
が
風
雨
の

激
し
い
中
を
合
羽
を
着
て
街
路
樹
を
戻
し

ロ
ー
プ
掛
け
を
し
た
こ
と
で
す
。
そ
の
後

市
役
所
の
片
付
け
も
あ
り
大
半
の
人
は
気

が
付
か
な
か
っ
た
か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
、

人
知
れ
ず
活
動
を
し
た
人
が
い
ま
し
た
。

（
西
條
）

川　

鍋　

花　

子
（
93
歳
）
二
─
二
十
二
─
十
三

ご
逝
去
日　

九
月
二
十
三
日

布　

施　

悟　

子
（
71
歳
）
二
─
九
─
十
九

ご
逝
去
日　
　
　

十
月
二
日

竹　

田　

早　

苗
（
91
歳
）
二
─
十
─
十
一

ご
逝
去
日　
　

十
月
十
六
日

武
蔵
台
サ
ロ
ン
の
お
知
ら
せ

日
時
：
11
月
14
日
（
水
）

時
間
：
13
時
～
15
時
30
分

場
所
：
自
治
会
館
２
階

こ
ま
武
蔵
台
自
治
会　

文
化
厚
生
部


